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〔
行
政
法
　
一
六
〕
　
町
議
會
の
除
名
塵
分
と
訴
願
前
置
主
義

（
攣
雛
難
醗
難
欝
騰
纏
鎚
求
毒
）

　
【
判
示
事
項
】
　
町
議
會
の
除
名
庭
分
に
封
す
る
出
訴
に
つ
き
訴
願
の
裁
決
を

脛
る
こ
と
の
要
否

　
【
滲
照
條
交
】
　
地
方
自
治
法
第
二
五
五
條
の
二
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第

一
條
、
第
二
條
、
第
九
條

　
【
事
實
】
　
被
上
告
人
（
原
告
）
は
、
昭
和
三
一
年
三
月
以
來
、
秋
田
縣
角
館

町
議
會
議
員
で
あ
る
。
被
上
告
人
は
、
角
館
町
が
家
畜
市
場
を
建
設
す
る
に
あ

た
り
、
同
町
の
豫
定
す
る
市
場
建
設
豫
定
地
に
た
い
し
反
封
の
意
見
を
ゆ
う

し
、
同
町
吏
員
等
に
非
行
を
な
し
暴
言
を
は
い
て
き
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
二

年
一
月
一
六
日
、
市
場
建
設
に
か
ん
す
る
急
施
臨
時
議
會
（
以
下
急
施
議
會
と

い
う
）
が
ひ
ら
か
れ
る
や
、
同
議
場
に
お
い
て
種
々
暴
言
を
は
い
た
。
こ
の
た

め
、
被
告
議
會
は
、
原
告
が
當
議
會
の
秩
序
を
み
だ
し
、
品
位
を
傷
け
た
と

し
、
同
議
會
會
議
規
則
第
九
五
條
、
地
方
自
治
法
第
二
二
五
條
第
一
項
第
四
號

に
則
り
、
被
上
告
人
に
た
い
す
る
除
名
議
決
を
お
こ
な
い
、
同
日
こ
れ
を
同
人

　
　
　
　
剣
　
例
　
碍
　
究

に
通
知
し
た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
被
上
告
人
（
原
告
）
は
、
秋
田
地
方
裁
判
所
に
第
一
審
の

訴
を
提
起
す
る
。

　
第
一
審
裁
判
（
鰍
細
伽
籟
ル
魍
薩
靴
三
に
配
臨
鰍
予
）
に
お
い
て
、
原
告
は
、

　
一
、
原
告
が
被
告
議
會
の
秩
序
を
飢
し
、
そ
の
品
位
を
傷
け
た
ご
と
き
事
實

　
　
は
全
く
存
し
な
い

　
二
、
被
告
議
會
會
議
規
則
中
に
は
、
如
何
な
る
行
爲
に
た
い
し
、
如
何
な
る

　
　
懲
罰
を
科
す
る
か
の
所
謂
實
膣
規
定
を
定
め
て
い
な
い

し
た
が
つ
て
、
懲
罰
の
事
實
な
き
に
懲
罰
を
科
す
る
は
違
法
で
あ
り
、
ま
た
、

た
と
え
懲
罰
の
事
實
あ
り
と
し
て
も
、
懲
罰
に
か
ん
す
る
法
規
が
な
い
以
上
、

懲
罰
を
科
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
被
告
議
會
の
除
名
議
決
は
取

清
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
か
か
る
主
張
に
た
い
し
、
秋
田
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
の
言
動
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
（
山
ハ
｝
五
一
二
）



　
　
　
　
到
　
例
　
研
　
究

同
町
議
會
會
議
規
則
中
の
「
議
員
は
議
會
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
旨
の
規
定
に
蓮
反
す
る
と
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
地
方
自
治
法

第
二
二
四
條
第
二
項
の
規
定
の
趣
旨
は
、
懲
罰
に
か
ん
す
る
實
髄
的
規
定
お
よ

び
手
績
的
規
定
を
會
議
規
則
中
に
規
定
し
な
け
れ
ば
、
懲
罰
威
分
が
で
き
な
い

と
い
う
趣
旨
で
な
く
、
當
該
會
議
規
則
に
特
段
の
規
定
が
な
け
れ
ば
地
方
自
治

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
つ
て
の
み
虜
分
し
う
る
趣
旨
で
あ
る
と
い
い
、

原
告
の
講
求
を
棄
却
し
た
。

　
か
か
る
第
一
審
到
決
を
不
服
と
し
、
原
告
は
仙
豪
高
等
裁
到
所
（
秋
田
支
部
）

に
擦
訴
を
お
こ
な
う
。
控
訴
審
に
お
け
る
控
訴
人
（
原
告
）
の
主
張
は
、
第
一

審
に
お
け
る
懲
罰
事
實
存
在
の
有
無
を
雫
っ
て
い
る
ご
と
く
み
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
控
訴
審
裁
到
所
は
以
下
の
ご
と
く
認
定
し
た
（
勲
騒
幅
繊
漱
畑
叛
臨
口
御

峨
遡
肇
酌
囎
靴
號
）
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
人
の
非
行
は
反
町
的
で
あ
り
、
し
た
が

つ
て
、
議
員
の
職
責
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
り
そ
の
品
位
を
け
が
す
行
爲
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
が
除
名
塵
分
に
あ
た
る
程
度
の
重
大
な
非
行
と
は
み
と
め
が
た

く
、
し
た
が
つ
て
、
右
非
行
を
理
由
に
控
訴
人
を
除
名
す
る
こ
と
は
、
は
な
は

だ
し
く
愛
當
を
か
く
と
い
い
、
原
到
決
を
取
滑
す
。

　
こ
の
よ
う
な
控
訴
審
判
決
に
た
い
し
、
被
控
訴
人
（
被
告
）
は
、
最
高
裁
到

所
に
上
告
を
す
る
。
そ
の
上
告
理
由
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
【
上
告
理
由
】
擦
訴
審
裁
判
所
は
、
被
上
告
人
（
原
告
）
の
言
動
を
も
つ
て

非
行
と
し
な
が
ら
、
除
名
と
い
う
最
も
重
い
懲
罰
を
科
す
る
は
、
は
な
は
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
二
　
　
　
　
　
（
山
ハ
五
四
）

く
愛
當
を
か
く
と
い
う
。
し
か
し
、
か
か
る
到
断
は
、
あ
き
ら
か
に
裁
到
所
の

審
査
権
の
範
園
を
逸
脱
し
た
違
法
の
そ
ん
す
る
も
の
で
、
破
殿
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
裁
到
所
の
審
査
権
は
、
懲
罰
の
原
因
と
な
る
べ
き
事
實
が
存

し
た
か
否
か
を
到
断
す
る
に
と
ど
ま
り
、
懲
罰
の
封
象
と
な
つ
た
議
員
の
言
動

が
は
た
し
て
懲
罰
に
値
す
る
か
否
か
、
懲
罰
を
科
す
る
に
あ
た
り
、
如
何
な
る

種
類
の
懲
罰
を
選
澤
す
る
か
は
、
全
く
當
該
地
方
議
會
濁
自
の
灌
限
に
よ
る
自

由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
假
り
に
懲
罰
の
種
類
選
揮
に
あ
た
り
、

裁
到
所
が
事
後
到
断
を
く
わ
え
う
る
と
し
て
を
、
そ
れ
は
、
議
會
の
懲
罰
議
決

が
あ
き
ら
か
に
吐
會
観
念
上
著
し
く
妥
當
を
か
き
裁
量
灌
の
鼠
用
と
み
と
め
ら

れ
る
場
合
に
か
ぎ
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
原
審
は
、
か
か
る
裁
量
権

の
鰍
用
の
あ
つ
た
こ
と
を
認
定
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
實
際
か
か
る
事
實
は

全
く
存
在
し
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
原
審
は
、
到
決
理
由
に
お
い
て
不
備

で
あ
り
、
か
つ
、
懲
罰
構
行
使
に
か
ん
す
る
法
律
的
解
羅
を
誤
ま
り
、
ひ
い
て

は
、
憲
法
の
保
障
す
る
地
方
自
治
構
を
侵
害
す
る
違
法
が
あ
る
。

　
【
判
旨
】
原
到
決
・
第
一
審
到
決
を
破
棄
し
、
訴
を
却
下
す
る
（
裁
到
官
全

員
一
致
）
。

　
職
権
に
よ
り
調
査
す
る
に
、
町
議
會
の
議
員
除
名
庭
分
に
た
い
す
る
出
訴
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
五
五
條
の
二
に
よ
り
、
縣
知
事
に
た
い
す
る
訴

願
を
輕
由
す
べ
き
と
こ
ろ
、
被
上
告
人
は
、
訴
願
を
輕
由
し
た
こ
と
、
も
し
く

は
、
訴
願
を
経
由
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
正
當
の
事
由
の
あ
つ
た
こ
と
を
主



張
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
訴
は
、
正
當
の
事
由
が
な
く
訴
願
を
脛
由
し
な
い

で
提
起
さ
れ
た
不
適
法
の
訴
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
【
研
究
】
本
件
第
一
審
に
お
い
て
は
、
懲
罰
に
か
ん
す
る
事
實
認
定
と
適
用

さ
る
べ
き
懲
罰
法
規
が
、
當
事
者
間
の
雫
の
中
心
で
あ
つ
た
。
こ
の
た
め
、
第

一
審
裁
到
所
は
、
懲
罰
の
事
實
を
み
と
め
、
か
つ
、
懲
罰
法
規
と
し
町
議
會
會

議
規
則
、
地
方
自
治
法
第
コ
輔
西
條
第
二
項
を
援
用
し
、
講
求
を
棄
却
し
た
。

懲
罰
の
封
象
た
る
行
爲
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
事
實
認
定
に
ぞ
く
す
ゆ
え
、
こ

こ
で
は
詳
細
に
論
じ
え
な
い
。
し
か
し
、
原
告
の
言
動
が
懲
罰
に
該
當
す
る
非

行
と
認
定
す
る
の
は
愛
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
懲
罰
法
規
と
し
町
議
會
會
議
規

則
と
地
方
自
治
法
の
當
該
規
定
の
存
在
を
み
と
め
る
こ
と
も
正
當
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
か
か
る
論
理
過
程
に
お
い
て
、
も
し
問
題
あ
り
と
す
れ
ば
懲
罰
の

事
實
に
た
い
す
る
懲
罰
の
種
類
認
定
を
と
り
あ
げ
う
る
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
の
た
め
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
右
の
問
題
を
中
心
と
し
、
議
會
は
懲
罰

に
か
ん
す
る
裁
量
槽
の
限
界
逸
脱
、
と
い
う
到
決
が
下
さ
れ
た
。
地
方
議
會
議

員
に
た
い
す
る
懲
罰
椹
行
使
は
、
地
方
議
會
の
自
由
裁
量
庭
分
と
み
る
の
が
從

來
の
多
く
の
到
決
例
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
瀟
嗣
期
識
怨
珊
監
ゴ
『
裁
恥
か
捌
鍬
獅
僑

期
齢
徹
繍
伽
鰻
一
糊
飛
搬
二
釦
ル
竃
）
、
多
籔
學
読
も
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る
（
田

上
穰
治
教
授
は
こ
の
鮎
見
解
を
異
に
さ
れ
る
ー
行
政
聴
の
裁
量
虎
分
・
渡
邊

博
士
還
暦
説
賀
公
法
學
の
諸
問
題
・
三
二
八
頁
）
。
も
ち
論
、
地
方
議
會
に
裁

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

量
灌
あ
り
と
し
て
も
、
限
界
逸
脱
は
違
法
性
を
ま
ね
く
。
し
た
が
つ
て
、
控
訴

審
到
決
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
除
名
庭
分
を
も
つ
て
裁
量
権
の
濫
用
と
み
る
な

ら
、
除
名
屍
分
は
蓮
法
と
な
り
、
取
消
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
件

に
お
い
て
、
裁
量
権
の
濫
用
ー
本
件
の
場
合
濫
用
な
り
や
否
や
の
基
準
と
し

比
例
原
則
が
援
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
ー
な
り
や
否
や
の
認
定
に
は
、
相
當

間
題
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
上
告
理
由
は
、
主
と
し
て
こ
の
黙
を
中
心
と
す
る
。
し
か
し
、

上
告
審
に
お
い
て
最
高
裁
到
所
の
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
審
・
擦
訴
審
に
お

い
て
、
當
事
者
は
も
ち
論
、
裁
到
所
も
論
ぜ
ず
、
ま
た
、
上
告
理
由
に
も
ふ
れ

ら
れ
て
い
な
い
地
方
自
治
法
第
二
五
五
條
の
二
を
援
用
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

第
一
審
提
訴
よ
り
上
告
理
由
ま
で
、
懲
罰
の
是
非
が
實
．
艦
的
・
手
績
的
に
雫
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
上
告
到
決
は
訴
願
前
置
を
理
由
と
し
訴
を
却
下
す
る
。

か
か
る
結
論
は
、
當
事
者
は
も
ち
論
、
下
級
審
裁
到
所
に
と
り
て
も
、
全
く
意

外
な
結
果
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
件
の
基
礎
た
る
除
名
庭
分
が
昭
和
三
二
年
一
月
一
六
日
に
お
こ

な
わ
れ
、
最
高
裁
到
所
の
援
用
す
る
地
方
自
治
法
第
二
五
五
條
の
二
が
、
昭
和

三
一
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
本
件
に
つ
い
て
も
同
條

の
適
用
あ
り
と
す
る
は
、
當
然
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
と
き
、
上
告
人

（
被
告
）
議
會
の
除
名
庭
分
を
雫
う
場
合
、
被
上
告
人
（
原
告
）
は
、
同
條
に
よ

り
、
ま
ず
縣
知
事
に
訴
願
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
訴
願
を
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
六
五
五
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

ず
提
訴
し
う
る
た
め
に
は
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
條
但
書
に
か
ん
す
る

主
張
を
、
被
上
告
人
の
側
に
お
い
て
主
張
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
黙
、
上
告
審
到
決
理
由
に
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
訴
願
を
輕
由
し

な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
正
當
の
事
由
が
あ
つ
た
か
否
か
何
等
の
べ
ら
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
つ
て
、
本
件
は
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
條
に
よ
り
、
訴
却

下
を
當
然
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
か
か
る
結
論
に
到
達
す
る
た
め
、
最
高
裁
判
所
は
、
職
槽
審
理
灌
を

護
動
し
て
い
る
。
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
に
よ
る
と
、
そ
の
第
九
條
に
職
槽
謹

擦
調
の
規
定
を
お
く
の
み
で
、
そ
の
他
の
職
灌
審
理
に
つ
い
て
は
、
何
等
規
定

を
も
う
け
て
い
な
い
。
否
、
む
し
ろ
、
同
法
第
一
條
は
、
行
政
事
件
訴
訟
に
か

ん
し
、
同
法
に
規
定
な
き
と
き
、
民
事
訴
訟
法
を
適
用
す
る
と
い
う
。
し
た
が

つ
て
、
こ
れ
等
條
文
を
形
式
的
に
解
す
る
か
ぎ
り
、
職
灌
審
理
は
謹
擦
調
に
限

定
さ
れ
る
。
も
し
、
か
か
る
形
式
論
を
正
當
と
す
れ
ば
、
本
件
最
高
裁
論
旨
は
、

は
な
は
だ
疑
問
と
な
り
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
二
五

五
條
の
二
は
援
用
で
き
ず
、
下
級
審
と
同
様
、
懲
罰
庭
分
自
豊
を
、
當
事
者
間

の
主
張
に
し
た
が
い
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
學
読
上
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
か
か
る
形
式
論
が
探
用
さ
れ
て
い

な
い
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
と
行
政
事
件
訴
訟
の
差
異
に
着
目
し
、
後
者
に

つ
ぎ
、
職
権
讃
接
調
に
か
ぎ
ら
ず
、
ひ
ろ
く
職
権
審
理
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
。

か
か
る
學
読
の
要
旨
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
通
常
の
民
事
訴
訟
は
私
人
相
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四
　
　
　
（
六
五
六
）

互
間
の
内
部
的
關
係
に
生
じ
た
雫
を
封
象
と
す
る
の
に
た
い
し
、
行
政
訴
訟
は

直
接
行
政
に
か
ん
す
る
雫
を
封
象
と
し
、
民
事
訴
訟
に
く
ら
べ
、
訴
訟
結
果
に

直
接
間
接
影
響
を
う
け
る
者
の
範
園
が
ひ
ろ
い
。
こ
の
た
め
、
行
政
事
件
訴
訟

は
、
當
事
者
間
の
紛
雫
解
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
庭
分
の
適
法
性
の
確
保
と
、

訴
訟
の
迅
速
な
解
決
を
必
要
と
す
る
。
か
か
る
要
講
に
答
え
る
た
め
、
行
政
事

件
訴
訟
に
あ
つ
て
は
、
職
灌
審
理
主
義
を
探
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
（
例

え
ば
、
雄
川
一
郎
教
授
・
行
政
箏
訟
法
二
＝
O
頁
以
下
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
學
読
上
は
、
職
権
審
理
を
積
極
に
解
す
る
読
が
有
力
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
實
の
裁
判
に
お
い
て
は
、
職
灌
謹
撮
調
さ
え
と
か
く
積
極
的
に
お

こ
な
わ
れ
な
い
と
き
く
。
こ
の
よ
う
な
と
ぎ
、
積
極
的
に
職
権
審
理
を
お
こ
な

つ
た
最
高
裁
の
態
度
に
は
賛
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
右
の
ご
と
く
、
職
権
審
理
を
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
最
高
裁
判
決
は
正

當
に
し
て
、
法
的
に
み
て
非
と
す
る
馳
は
な
い
。
し
か
し
、
當
事
者
に
と
り
て

は
、
一
審
・
二
審
と
雫
い
き
た
つ
た
黙
が
何
等
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

つ
て
、
中
谷
敬
壽
教
授
も
い
わ
れ
る
．
こ
と
く
（
民
商
法
雑
誌
・
四
三
巻
二
號
一

〇
三
頁
以
下
、
と
く
に
一
〇
六
ー
七
頁
）
、
結
論
と
は
別
に
何
等
か
の
形
で
當
事

者
の
主
張
に
つ
き
裁
判
所
の
見
解
を
し
め
す
必
要
が
全
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

判
旨
を
正
當
と
し
つ
つ
も
、
幾
分
割
り
き
れ
ぬ
感
を
い
だ
き
な
が
ら
筆
を
お
く
。
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